職種：旅館管理

職務：衛生・環境管理
【概要】

お客様に安心して快適にご宿泊いただけるよう、館内・客室・浴場等の清掃・点検・整備等の衛生管理を推進する仕事。また、省エネやごみの分別など、環境管理の仕事も含まれている。
【仕事の内容】

衛生・環境管理は、お客様の快適なご宿泊を支える仕事であり、旅館運営にとって極めて重要な仕事である。

衛生管理では、まず、旅館業法や食品衛生法などの法令を踏まえ、全社的な衛生管理の方針を策定する。これを踏まえ、館内のフロア、客室、浴場等の清掃・点検・整備等が行われる。行政機関の検査に立会い、適正に対応することも仕事に含まれる。日常的な清掃業務は外部の協力会社にアウトソースするケースも多いが、こうした場合であっても、旅館のスタッフが責任をもって清掃・整備状況を確認することが必要である。お客様の安全や衛生に直接関わる仕事だけに、コンプライアンス意識が特に求められる。
環境管理の仕事は、館内の省エネルギー推進やゴミの分別など、旅館として取り組むテーマを決めて、そのための仕組みを企画・推進することである。通常、この仕事は総務部門が担当するケースが多いが、地域社会への貢献や企業イメージの向上にも直結する仕事であり、従業員に対する環境意識の徹底も重要な仕事である。
【求められる経験・能力】

（1） 必ずしも資格は必要ではないが、関係法令への対処が求められる仕事であるため、コンプライアンス意識をもって仕事に取り組む素養が求められる。
（2） 衛生・環境管理の仕事では、旅館業法や食品衛生、公衆衛生など専門的な知識・ノウハウが求められる。実務的な知識に加え、これらについての最新動向を理解しておくことも不可欠である。
（3） さらに、旅館全体を巻き込んで取組を推進する必要があることから、チームワークやコミュニケーション能力、問題解決能力も求められる。
（4） なお、客室や浴場の清掃業務をアウトソースする場合には、協力会社を含めて様々な関係者と円滑にコミュニケーションを図ることが求められる。
【関連する資格・検定等】

ビジネス・キャリア検定試験〔総務など〕（中央職業能力開発協会）
環境カウンセラー（環境省）、食品衛生責任者　など
【労働省職業分類（小分類）との対応】

209　他に分類されない専門的職業
372　身の回り世話従事者

